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第17回 医学図書館員基礎研修会

2010年8月11日 富山大学



１．はじめに

○研修医・研修生派遣病院向け新サービス

平成20年6月開始

JDreamⅡコンソーシアム契約

Web申し込みによる文献複写提供

○ 信州大学医学部附属病院内 患者図書室

“こまくさ図書室” 平成21年5月開設

医学関係図書受入・各種情報提供



２．JDreamⅡコンソーシアム契約

ＪＤｒｅａｍⅡとは

科学技術・医学・薬学関係ＤＢ

ＪＳＴ（科学技術振興機構）提供



２-1．導入の経緯

1) 高知大学（先行館）のコンソーシアム

2) ＪＳＴによる提案



2-2．広報活動

1)利用者講習会（20.4）

県内各地（長野、松本、上田、伊那）

信大キャンパス

５回、108人参加（内、関連病院12人）

2)トライアル（20.4～5）

27病院が参加



2-3．コンソーシアム契約の現状

１）高知大学：一括契約（親、子）

２）信州大学：各自独立契約

年間10万円（同時アクセス1）

年間15万円（同時アクセス2）



2-3．コンソーシアム契約の現状

13

16

19

平成20年度 平成21年度 平成22年度

参加病院数



2-４．今後の課題

１）参加病院の拡大

広報活動の見直し

２）他のDB,EJコンソーシアムの可能性



３．Web申し込みによる文献複写提供

１）当館所蔵・非所蔵資料の取寄せ

２）当面、JDreamⅡ契約館を対象



3-1．導入の背景

17.12 「長野県医学図書ネットワーク」 発足

19.4 料金後納制度の開始

19.8 高知大学のJDreamⅡコンソーシアム発表

ＪＳＴとのJDreamⅡ契約の折衝

20.1 大分大学の学外所蔵資料の文献複写サービス

20.4-5 JDreamⅡトライアル、県内各地で講習会開催

20.6 新サービス開始



3-１．導入の背景

長野県医学図書ネットワーク 発足

１） 目 的
病院図書室等の充実と向上に努め、医療情

報活動を通じて地域医療の発展に献身

２） 組 織・効 果

県内の図書館担当者、病院図書室担当者、

医療関係者

情報交換の場が作られ、県内でのＩＬＬも活
発化



3-１．導入の背景

卒後臨床研修制度

信大病院：１年、関連病院：１年

情報環境の格差



3-１．導入の背景

料金後納制度の開始

１）16年度 （法人化後） ～18年度

NII相殺、現金前払

２) 19年度～

後納制度（病院側の要望）

⇒支払処理の簡略化、書留料金（420円）、

領収証書不要といったメリット

⇒非相殺館からの受付数の増大



３-２． 文献複写提供の現状

大分大学（先行館）の文献複写サービス

1) 試行サービス後、本番運用（20.1）

2）県内の医師を対象

３) Webによる申し込み



３-２． 文献複写提供の現状

FAX依頼

文献送付

自館所蔵

料金請求（前払・後払） 新サービス対象外
の病院からの受付

（現金送付）



３-２．文献複写提供の現状

Web依頼

文献送付

自館所蔵

他館依頼

新サービス対象
の病院からの受付

料金請求（後払）



３-２． 文献複写提供の現状

①Web方式による申込み

利用申請書の提出

→所属、名前、連絡先・・

図書館システムNALISによる利用者登録

→所属、名前、ID、パスワード・・

NALISのWeb申込

所蔵の確認（自館、他館）

自館：学内ILL＆複写、他館：学外依頼

初期処理

毎回処理



３-２． 文献複写提供の現状

②メール便による複写物の送付

A4 ：1cmまで 80円（速達プラス100円）

安価だが、近隣でも翌々日配達

③四半期毎の後払い方式

文献複写料金後納許可の申請

集計・未収伝票等作成→請求書発行



３-２． 文献複写提供の現状

２０年度

20.7-21.3
２１年度

21.4-22.3
２２年度

22.4-6

自館対応 ２６８

(51%)
８３３

(61%)
174

(60%)
他館依頼 ２５８

(49%)
５４２

(39%)
117

(40%)
合計

（月平均）

５２６

（５８）

1,375
(115)

291
(97)

10病院参加8病院参加 10病院参加



３-２． 文献複写提供の現状
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20年度(20.7-21.3) 21年度(21.4-22.3) 22年度

処理数が倍増し、
１病院集中から
複数病院に分散



３-２． 文献複写提供の現状

ベスト受付雑誌上位20誌（新サービス：20.7～22.6）
順位 雑誌名 和洋 件数

1 外科 和 34

2 胸部外科 和 29

3 日本腹部救急医学会雑誌 和 28

4 日本臨床外科学会雑誌 和 25

4 胆と膵 和 25

4
消化器内視鏡 = Endoscopia digestiva / 消化器内視鏡編集委員会. -- 東京医学社, 
1989.4-

和 25

7 肝･胆･膵 和 22

7 手術 和 22

9 臨床外科 和 19

10 神経内科 和 18

11整形・災害外科 / 金原出版. -- 金原出版 和 16

11 臨床神経学 / 日本神経学会. -- 日本神経学会, 1960- 和 16

13日本外科系連合学会誌 和 15

13
日本消化器内視鏡学会雑誌 = Gastroenterological endoscopy. -- 日本消化器内視鏡学会, 
1973-

和 15

13 臨牀消化器内科 = Clinical gastroenterology. -- 日本メディカルセンター, 1985- 和 15

13日本胸部外科学会雑誌 和 15

17 Journal of Gastroenterology  洋 14

17消化器の臨床 和 14

19 消化器外科 和 13

ほぼ和雑誌
学会誌、外科系雑誌
が多い傾向にある



３-２． 文献複写提供の現状

うち自館対応分

順位 雑誌名 和洋 件数

1外科 和 31

2日本腹部救急医学会雑誌 和 28

3日本臨床外科学会雑誌 和 24

3胸部外科 和 24

5肝・胆・膵 和 22

6手術 和 21

7胆と膵 和 20

8神経内科 和 18

9臨床外科 和 17

10日本外科系連合学会誌 和 15

11日本胸部外科学会雑誌 和 14

12Journal of Gastroenterology  洋 13

13癌と化学療法 和 12

13消化器外科 和 12

15Annals of thoracic surgery 洋 11

15Journal of hand surgery [Am] 洋 11

15日本臨床外科医学会雑誌 和 11

18救急医学 和 10

18日本消化器内視鏡学会雑誌 和 10

ほぼ和雑誌
外科系の学会誌

が多い



３-２． 文献複写提供の現状

うち学外依頼分

順位 雑誌名 和洋 件数

1消化器内視鏡 和 24

2臨床消化器内科 和 15

3消化器の臨床 和 14

4Progress of digestive endoscopy. -- 日本消化器内視鏡学会関東支部会, 2001.6- 和 12

4消化器科 = Digestive medicine. -- 科学評論社 和 12

6消化器画像 和 11

7埼玉縣醫學會雜誌 / 埼玉縣醫學會. -- 和 10

7整形・災害外科 和 10

9Medicina 和 9

9小児外科 / 東京医学社. -- 和 9

10日本大腸肛門病学会雑誌 和 8

11日本門脈圧亢進症学会雑誌 和 7

11臨床神経学 / 日本神経学会. -- 日本神経学会, 1960- 和 7

11静脈学 和 7

14
Skin cancer : official organ of the Japanese Society for Skin Cancer = 皮膚悪性腫
瘍研究会機関誌 / 皮膚悪性腫瘍研究会 [編]

和 6

全て和雑誌
消化器系の雑誌が上

位を占めている



３-２． 文献複写提供の現状

FreeのEJで全文
閲覧可能

78件 50%

JDreamⅡ予稿集
で全文閲覧可能

23件 15%

非相殺館のみ
所蔵

17件 11%

国内所蔵館なし
16件 10%

重複依頼等
入力ミス

15件 10%

その他
6件
4%



3-3．非相殺館、県内からの受付

17年度 18年度 19年度 20年度 21年度

現金 171 212 19 41 33
後払い ------- ------- 555 1,378 2,251

合計

（県内）

171
（31）

212
（138） （4

574
50）

1,419
（1,223）

2,284
(2,057)



3-3．非相殺館、県内からの受付

17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22

50

100

150

200

250

17年１２月
長野県医学図書
ネットワーク発足

1９年４月
料金後納制度開始

２０年７月
Web申し込みによ

る文献複写提供



3-3．非相殺館、県内からの受付

17年度 18年度 19年度 20年度 21年度

現金 171 212 19 41 33
後払い ------- ------- 555 1,378 2,251

合計

（県内）

171
（31）

212
（138） （4

574
50）

1,419
（1,225）

2,284
(2,057)

NACSIS-
ILL（全国
順位）

4,140
（５７）

3,699
（65）

2,578
（104）

3,088
（70）

2,733
（67）



3-3．非相殺館、県内からの受付

出典：『NACSIS-ILL 利用統計』
http://www.nii.ac.jp/CAT-ILL/archive/stats/ill/reqnum.html

2005年度（17年度）
が処理件数のピーク

以降、減少へ



３-４．今後の課題

１）業務増加への対応

⇒処理体制の見直し、業務の最適化

２）利用者（関連病院）の声

⇒文献到着の迅速化、申し込みデー
タの提供



４．患者図書室との連携

平成21年5月7日
信州大学医学部附属病院内 患者図

書室

“こまくさ図書室”開設



４-１．患者図書室の経緯

信大病院：さまざまな特定病院

新外来棟の建築が契機

信州大学と松本市との業務連携



４-２．患者図書室の概要

開館時間：平日9:15～16:00
場所：新外来棟１階、約50平米

組織運用体制：

患者図書室長（信大病院長）

副患者図書室長（医療福祉支援ｾﾝﾀｰ長）

図書館司書2名(カウンター）

（交代制 9:00～13:00, 12:30～16:30）



こまくさ図書室
蔵書

（市立図書館：3,300冊、
信大図書館：1,500冊）

松本市立図書館
蔵書

（約１０８万冊）

信州大学附属図書館
医学部図書館

信大図書の発
注・受入、各

種情報の提供

蔵書3,300冊
（団体貸出）

松本市図書館
ネットワークシス

テム：
図書の検索・
・予約・配送

４-２．患者図書室の概要



４-２．患者図書室の概要

２１年度

21.5-22.3
２２年度

22.4-6

貸出冊数

（月平均）

11,249
(1,023)

4,051
(1,350)

利用者数

（月平均）

4,241
(386)

1,500
(500)

PC利用者数

（月平均）

921
(84)

363  
(121)

蔵書冊数

（内、信大分）

4,550
(1,409)

4,781
(1,479)

＊22.7.10現在























４-3．当館との連携

医学専門書の発注・受入・支払

ＴＲＣのTOOLiによる発注

ＮＡＬＩＳの受入
財務会計システムGLOVIAの支払

各種情報提供



４-4．今後の展望と課題

１）利用者の声

入院時に借りられる、また待合時に
利用でき、助かっている。

患者さんの家族、見舞の方も同様。

２）担当者の声

ボランティアによるワゴンサービス、
作業場所の確保



４-4．今後の展望と課題

３）利用者のナビゲート

患者図書室から当館へ

当館から患者図書室へ

４）さらなる連携へ



５．おわりに

１）地域医療の学術情報提供の質的向
上を図るためのインフラ整備

２）本学のJDreamⅡ導入による利用者
の反響

３）信州大学附属図書館の地域連携
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